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活動報告2007・2008～あんなこと、こんなこと活動報告2007・2008～あんなこと、こんなこと

ハモン基金をあつめて
常設展示パネル作成と館内リニューアル

エコミューズの悩みは西淀川公害の展示がないこと。
そのため、訪れた人への情報提供が不十分になること
がしばしばありました。そこで西淀川公害の常設展示
パネル「公害　みんなで力をあわせて─大阪・西淀川
地域の記録と証言─」を作製することになりました。

この展示パネルは、
様々な立場の人の活躍を
紹介しています。あおぞ
ら財団ではこれまで公害
学習の教材を作成してき
ましたが、現場の教師か
ら「公害の時、行政や医者、
企業等いろんな立場の人
がどのように努力をして
公害を克服したか、それ
を見て生き様を学ぶ職業
教育になるようなものが
ほしい。」との声があが
っていました。これまで
は患者の声を拾うことに
精一杯で、患者以外の
方々の奮闘の紹介が不十
分であることに気がつき、
様々な職種の活躍がわか
るものを作製することに
なりました。
作製中、登場する人々
に意見を聞くたびに、あ

れも加えてほしいと色々な意見をもらいました。情報
量が多くなりますが、伝えやすくするためにはまとめ
る必要があり、頭を抱える日々となりました。その結果、
患者・医者・教師・国と自治体・ジャーナリスト・地
元企業・弁護士・学者と、様々な立場の人の活躍を描
くパネルとなったのです。
展示作製のために 2007 年度に募金を行い半年で 50
万円が集まりました。その資金で展示のデザイン・印
刷と資料室のリフォームを行い、2008 年 12 月に完成
しました。
公害の経験を伝えるために中国語にも翻訳しました。

（B2版　13 枚）

いろいろな方の見学を受け入れています

■高校生「生の資料を読んでみたい！」
リバティお
おさか（大阪
人権博物館）
と連携して人
権教育を行っ
ているきのく
に国際高等専
修学校が、フ
ィールドワークとしてエコミューズに訪問しました。
生の資料に触れたいということだったので、西淀川公
害の概要の説明と、公害患者の話を聞いた後、資料に
触れてもらいました。大気汚染の写真を見て「下から
飛行機を撮っていた写真では戦争で攻撃して飛び去っ
ていくところに見えた」、公害の手記を見て「何故そ
こまでがんばれたの？と不思議に思わずにいられなか
った」という感想が出てきました。実際に資料に触れ
たことで、公害があったという事実を知るだけではな
く、「自分だったらどうすればいいのか？」と一歩踏
み込んだ感想をもったようです。（2008 年 11 月 26 日）

■環境省職員「政策に公害患者の声を活かします」
毎年、環境省から公害の現地を知るということで西

淀川に研修に
来ています。
東京で公害の
現状や再生活
動を伝えても、
現地の空気感
まで伝えるこ
とができませ

ん。現地で見て・感じて・聞いてもらえることで言葉
以上の情報を得ることができます。
半日で出来島駅→出来島小学校測定局→西淀川高校
→あおぞら苑（デイサービスセンター）→大野川緑陰
道路→あおぞら財団というコースでめぐり、あおぞら
財団では公害患者さんの話と森脇理事長の話を聞きま
す。感想には「書物を読んだりテレビ画像を見たりす
るだけでわかったつもりになってはいけないと思っ
た」「環境問題は予防が非常に重要であると思った」
とありました。（2007 年 12 月 7 日、2009 年 2 月 10 日）

公害患者の苦しみを説明

学校の先生の活動を紹介

公害患者さんから話を聞く

大気汚染を撮影した写真を見て「戦争みたいや」
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ボランティア活躍中

■テープおこしをお願いしています
西淀川地域研究
会で西淀川地域に
関わる歴史につい
て聞き取り調査や
研究発表を行って
き ま し た。2001
年度からこつこつ
と開催を続けて、現在まで 36 回開催しています。こ
の研究会では、元新聞記者、医者、弁護士、元行政職
員など様々な立場の人たちから聞き取り調査を行い、
エコミューズに所蔵している資料の背景を知ることが
できました。
しかし、聞き取りした内容を文字として記録してい
なかったため、テープおこしのボランティアを募るこ
ととなりました。
手を上げてくれたボランティアは７名です。テープ
おこしのおかげで、西淀川地域研究会で聞き取りした
内容を常設展示パネルに生かすことができました。

■資料の封筒詰め作業
隔月で発行している資料館だよりに「ボランティア
募集」と書いたところ、近くに住む大学生の池田風弥
氏が資料館に興味があるとボランティアに来てくれま
した。
彼にお願いした仕事は西淀川公害患者と家族の会資
料の封筒詰め作業。この資料は昔に目録登録を行った
のですが、当時は資料を封筒に入れるという作業を行
っていなかったので、資料がそのまま段ボール箱に入
っていました。封筒に資料番号を書き込んで、一点ず
つ封筒につめる作業は根気がいる仕事です。それを率
先して実践してくれました。感謝・感謝です。

資料の電子化を進めています

2006年度から 3ヵ年、独立行政法人環境再生保全機
構の委託業務として資料の電子化業務を行いました。
資料を広く使ってもらうための試みです（計 6,218 点）。
これまで電子化してきた資料の一部を紹介します。

■新聞スクラップ
エコミューズにはいろ
いろな人が集めた新聞ス
クラップがあります。昔
はインターネットがなく、
情報収集といえば新聞だ
ったそうです。昔の運動
を支えた新聞スクラップ
を読めば、当時の熱気が伝わってくるかもしれません。
〈新聞スクラップ寄贈者〉
・西淀川公害患者と家族の会（田中千代恵氏）
・西淀川公害訴訟弁護団
・西淀中学校校長（荒木芳太郎氏）
・大阪から公害をなくす会（芹沢芳郎氏）

■裁判記録（訴状・判決・準備書面・証人調書など）
エコミューズには西淀川公害訴訟で提出した書類を
全て保存しています。原告であった患者側の資料だけ
ではなく、被告となった企業と国・道路公団の資料も
すべてあります。
西淀川公害とは何であったのかを知るためには、ま
ずは裁判記録を見ることをお勧めします。「こういう
資料があったらな」という資料は、ほとんど裁判資料
に含まれてい
るといって過
言ではありま
せん。大気汚
染の写真も勿
論入っていま
す。

裁判記録でわかること
訴状：なぜ裁判を起こしたのか
準備書面：原告・被告の主張をまとめた論文集
証人調書：裁判で証人が証言した記録
判決：どちらの言い分が認められたのか

西淀川地域研究会の録音テープ

裁判記録

弁護団資料の新聞スクラップ

封筒詰めにした資料
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イベントいろいろイベントいろいろ来館者の状況来館者の状況

　2007年4月1日から 2009年3月31日まで。のべ 636人の来
館者がありました。2006年の開館から累計1120人です。
団体の研修や見学の受入は次のとおりです。

2007年 7月 5日

8月 3日

9月25日

10月17日

10月19日

11月21日

12月 5日

12月 7日

12月11日

2008年 1月 9日

1月18日

1月19日

1月25日

4月 3日

4月28日

７月 5日

9月 9日

10月28日

11月26日

12月 4日

2009年 2月 1日

2月10日

2月20日

2月24日

3月 1日

3月28日

日程　団体名・内容

韓国司法修習生

韓国高校生　ソウル市グローバルリーダー養成事業

埼玉大学安藤ゼミ　地域と学校との連携による環境教育の過去と現在

西淀川区小学校社会科研究会　西淀川公害に関する環境学習

大阪府立大学博物館学専攻　エコミューズ運営

大阪府立松原高校1年生　「産業社会と人間」リサーチ活動

大阪大学工学部土木工学科2年　地球環境学概論

環境省職員研修　環境問題史現地調査（西淀川コース）

JICA（国際協力機構）集団研修　大気汚染対策

韓国・国土交通省研究プロジェクト　都市再生・地域再生研究

神戸大学「自治体論」講座　革新自治体と公害

関西NGO大学　環境再生のまちづくり

神戸大学文学部哲学科松田ゼミ　ESDのとりくみ

淀川勤労者厚生協会　新人研修

神戸大学文学部哲学科松田ゼミ　ESDのとりくみ

韓国司法修習生　西淀川公害訴訟について

大阪市中学教育研究会２ブロック特別活動部研修

日本司法修習生選択型実務修習

きのくに国際高等専修学校人権学習

JICA（国際協力機構）集団研修　大気汚染対策

韓国グリーンコリア 青少年 Blue Sky 日本探検隊

環境省職員研修　環境問題視現地調査（西淀川コース）

JICA（国際協力機構）ヤングリーダー研修　大気汚染対策

日本福祉大学牧ゼミ　地域再生活動

水俣市・飯田市職員

関西自然住宅推進ネットワーク勉強会

■みんなで歩こう西淀川の歴史めぐり
　第 2回　2008 年 5 月 31 日　佃･御幣島･野里

■西淀川地域研究会
　「ハンセン病隔離政策のなかの外島保養院」
　　松岡弘之氏（第 34 回：2007 年 7 月 19 日）

　「公害裁判をささえた弁護士さん西淀川公害裁判提訴期の思い出」
　　島川　勝氏（第 35 回：2007 年 9 月 13 日）

　「公害裁判をささえた弁護士さん　西淀川公害子どもたちを助けたい」
　　谷智恵子氏（第 36 回：2008 年 9 月 3 日）

■展示活動
　2007 年  9 月 10 月　西淀川図書館展示
　2008 年  9 月 10 月　西淀川図書館展示
　2008 年 12 月 12 日　西淀川公害展示パネルおひろめ会

■他団体との交流
　2007 年 7 月 17 ～ 18 日
　　　人権ネット（人権資料・展示全国ネットワーク）総会　参加

　2007 年 12 月 15 日
　　　みずしま財団、倉敷公害患者と家族の会　訪問

　2008 年 8 月 2 日
　　　イタイイタイ病清流会館訪問

　2008 年 9 月４～ 6日
　　　水俣市水俣病資料館、国立水俣病研究センター付属
　　　水俣病情報センター、財団法人水俣病センター相思社、
　　　水俣病被害者の会全国連合会　訪問

　2008 年 11 月 12 ～ 13 日
　　　全国歴史資料保存利用機関連絡協議会第 34 回奈良大会　参加

　2009 年 3 月 16 日
　　　桃山学院大学地域連携プロジェクト「地域資料の保存・活用
　　　ネットワーク構築の研究」2008 年度第 1回研究会　参加

■資料館運営協議会
　第 2回　2008 年 3 月 25 日
　第 3回　2009 年 3 月 24 日
〈メンバー〉
飯田直樹（大阪歴史博物館）小田康徳（大阪電気通信大学）
亀岡哲也（近江八幡市市史編さん室）佐賀朝（桃山学院大学経済学部）
庄谷邦幸（大阪市公文書館）津留崎直美（西淀川公害訴訟弁護団）
早川光俊（西淀川公害訴訟弁護団）松岡弘之（大阪市史料調査会）
村松昭夫（西淀川公害訴訟弁護団）吉村智博（大阪人権博物館）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略　五十音順

■発表
　2009 年 3 月 21 日
　　　女性史総合研究会 3月例会（第２回地域資料研究会）
　　　「西淀川大気汚染公害資料と女性資料～家庭問題と市民教育～」発表
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所蔵している資料（2009.3.31時点）所蔵している資料（2009.3.31時点）

種類

基金・ボランティア・広報基金・ボランティア・広報
■Hamon基金
エコミューズでは活動資金を集めるために「Hamon
（ハモン）基金」を設置しています。2007 年度は
1,501,760 円、2008 年度は 1,033,400 円集まりました。
ありがとうございました。

■ボランティア隊「エコミュウ★」
　2年間で 11 人が活動のお手伝いをしてくれました。

■広報
　隔月で「資料館だより」を発行しています。
　2007、2008 年度はNo.12 ～ No.23 を発行しました。
　バックナンバーはこちら
　http://www.aozora.or.jp/shiryou/jyouhou/index.html
　ブログで資料館の最新情報を発信中
　http://aozorabsw.exblog.jp/i11/

書庫受入資料紹介書庫受入資料紹介

 （１）
書庫資料
【閲覧のみ】

（２）
西淀川大気汚染公害

裁判記録
【閲覧のみ】

（３）
開架図書・資料
【貸し出し可】

（４）
ビデオライブラリー
【貸し出し可】

書
庫
・
６
Ｆ

閲
覧
室
・
５
Ｆ

ダンボール箱約 200 箱分
収納。うち約 3分の1に
あたる約 26000 点分の目
録あり

計 266 冊開架。
仮目録あり

約 5400 点の図書等を
開架。目録あり

VHSテープとDVD
目録あり（所載点数 251）

図書類や各地患者会の総会議案
書やシンポジウム、集会の資料な
ど。個人や団体からの寄贈図書、
行政からの配布物、財団業務の
ための購入図書、収集資料など

西淀川公害に関するオリジナル制
作ビデオ、報道録画映像、語り
部映像、昔の西淀川の風景、教
材ビデオなど。VHSとDVDあり

会議資料、メモ、手帳、チラシ、
ビラ、新聞スクラップ、たすき、
横断幕、機関紙、写真など、す
べて個人や団体からの提供によ
るもの

準備書面、書証、弁論調書、
証人調書、検証調書など西淀川
公害裁判の全訴訟記録

おもな内容分量と整理状況場所

新たに書庫資料に加わった資料の一部を紹介します。
他の受入資料は 6ページに記載しています。

■早川光俊弁護士資料
日本の大気汚染の歴史の中で、大気汚染物質である
二酸化窒素の環境基準が 1978 年に２～ 3 倍に緩和さ
れたことは、「環境行政の後退」といわれる大事件です。
この環境基準の緩和に「科学的根拠はあるのか？｣
という疑問を大気汚染の公害患者が環境庁（当時）に
ぶつけました。すると「その数値の根拠はない」とい
う答えが返ってきたのです。このやり取りは公害反対
運動の中では有名で、「確認書」があるはずだといわ
れてきました。写真はあっても、現物が見当たりません。

そして月日は経ち、
2008 年に西淀川公
害訴訟弁護団の早
川光俊弁護士から
ダンボール５箱の
資料が寄贈されま
した。その中に「西
淀最重要原本」と題したファイルがあり、捜し求めて
いた「確認書」が出てきました。
現物を目の前にすると、この確認書をめぐって奮闘
した公害患者や弁護士、そして書かざるを得なくなっ
た環境庁の苦心など、資料に詰まっているいろいろな
ことが見えてくるようです。 

書庫の様子

捜し求めていた確認書

エコミューズ館内

開架資料
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2007 年 4 月 1 日～ 2009 年 3 月 31 日まで次の資料を受け入れました。（敬称略・受け入れ順）

資料の寄贈受入資料の寄贈受入

１．書庫資料

西淀川公害患者
と家族の会
森脇君雄氏 
早川光俊弁護士 
早川光俊弁護士 
北山良三氏 
西淀川公害訴訟弁護団 
辰巳正夫氏 

２．ビデオ

受入番号

132

133
134
135
136
137
138

2007/05/08

2007/05/30
2008/03/01
2008/03/04
2008/05/21
2008/06/23
2008/09/28

『きれいな空気と生きる権利を求めて─大阪・西淀川公害裁判の勝利を』
（1988 年発行）で使用した写真・ネガ・スライド。写真家は石堂瑛三朗氏
東京大気汚染裁判、和解にむけての国の決断
西淀川公害訴訟関係
西淀川公害訴訟関係
阪神大震災での西淀川地域の被害状況を撮影した写真
大気汚染状況空撮
工業専用地域指定反対運動関係

写真 30 枚ぐらい、ネガ20 本ぐらい、
スライド15 枚ぐらい
一紙一枚
ダンボール箱５箱
写真・カセットテープ
写真アルバム２冊、クリアーファイル１
アルバム1点
封筒１点

概　　要内　容寄贈者受入年月日

ID

３．開架図書 

西淀川公害の授業　姫里小学校 5年生　天野憲一郎氏授業
昭和ニュース映像
持続可能な発展に向けて（英語・中国語・日本語）
尼崎公害裁判差止勝利判決 7周年記念集会 12.2
子や孫に青い空きれいな空気を
公害関連の歌
榕屏化工汚染事実状況　渓坪村旁的化工厂
第 17回 FNSドキュメンタリー大賞ノミネート作品「もうひとつの水俣病～新潟水俣病・未認定患者の闘い～」
地球の温暖化をとめて
ストップ温暖化「一村一品」大作戦全国大会２００９
公害を風化させないために　～南区公害病と患者の会～
公害を風化させないために　～港区公害病患者と家族の会～
西淀川の授業　天野憲一郎先生「大阪市立出来島小学校 5年生」
西淀川公害の授業　天野憲一郎先生「大阪市立香簑小学校授業」
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天野憲一郎
溝口重夫
寺田達志
尼崎公害患者・家族の会
尼崎公害患者・家族の会
あゆみコーポレーション
張長建
森本米紀
公害・地球環境問題懇談会
浅井真二
牧洋子
牧洋子
天野憲一郎
天野憲一郎
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入手日　　　寄贈・配布者　　　　　書籍・資料名／著編者名
2007/04/02 立命館大学文学部
2007/04/06 天野憲一郎
2007/04/12 小田康徳
2007/04/13 入江智恵子
2007/04/14 林　宏
2007/04/16 天野憲一郎
2007/04/16 小林光
2007/05/23 公害地球環境問題懇談会
2007/05/25 重岡伸泰
2007/05/25 鳥山大樹
2007/06/02 西口勲
2007/06/12 神戸大学文学部
2007/06/15 相川泰
2007/06/15 相川泰
2007/06/15 相川泰
2007/06/15 相川泰
2007/06/15 相川泰
2007/06/15 相川泰
2007/06/20 上田敏幸
2007/06/23 矢羽田薫
2007/06/23 矢羽田薫
2007/07/01 交通エコロジー・モビリティ財団
2007/07 小平智子
2007/07/02 香川雄一
2007/07/02 香川雄一
2007/07/04 山西良平
2007/07/11 増井忠幸
2007/07/13 日本共産党大阪市会議員団
2007/07/13 交通エコロジー・モビリティ財団

陶器製手榴弾弾体の考古学的研究　立命館大学文学部学芸員過程研究報告第１２冊／立命館大学文学部
３－１だより④　「早春の緑陰道路」で学ぶ／大阪市立姫里小学校 3年 1組
環境・公害問題の歴史的研究─大阪電気通信大学小田研究室卒業研究論文集─（10）／大阪電気通信大学人間科学研究センター小田研究室
公害湮滅の構造と環境問題／畑明郎、上園昌武
猪名川・神埼川水系〔淀川・大和川も含む〕水質調査報告書　2006 年度版／NPO法人シニア自然大学・自然保護部〈水質保全調査会〉
社会科学習「西淀川の公害を考える」資料／大阪市立姫里小学校
エコハウス私論─建てて住む。サスティナブルに暮らす家／小林光
2006 年 6月　ＮＯ2・酸性雨・ＳＰＭ全国一斉測定調査報告書／ＮＯ2・酸性雨・ＳＰＭ全国一斉測定実行委員会
研究紀要　第１８号　２００７／八尾市立歴史民族資料館
顔出し看板大全カオダス／滋賀県「顔出し看板」発掘再生新規開発委員会
みんなで生きるための環境教育　食べることって大事だね／大阪教育文化センター環境教育部会
平成 18 年度事業報告書　歴史文化に基礎をおいた地域社会形成のための自治体等との連携事業（５）／神戸大学文学部
先生、巨大なコウモリが廊下を飛んでいます！[ 鳥取環境大学 ]の森の人間動物行動学／小林朋道
中国環境ハンドブック２００７─２００８年版／中国環境問題研究会
─緊急報告─「爆発」的に深刻化する中国公害　鳥取環境大学紀要第４号 2006.2 抜刷／相川泰
中国年鑑２００４　[ 特集 ] 重大化する中国の環境問題／相川泰・他
中国における環境被害・紛争の実態とＮＧＯの活動　社会科学研究年報第 35 号抜刷／相川泰
環境紛争処理日中国際ワークショップ報告書　2001.9.15 ～ 18 ／日本環境会議
市民・地域が進める地球温暖化防止／和田武、田浦健朗
自主講座「公害言論」の１５年／宇井純
公開自主講座「宇井純」を学ぶ／公開自主講座「宇井純を学ぶ」実行委員会
楽しく学ぶ交通と環境　大阪府の小学校における実践例　概要編／交通エコロジー・モビリティ財団
タンポポ調査　近畿２００５調査報告書／タンポポ調査・近畿２００５実行委員会
滋賀県立大学環境科学部環境科学研究科年報第１１号／滋賀県立大学環境科学部
琵琶湖発　環境フィールドワークのすすめ／滋賀県立大学環境フィールドワーク研究会
「地域の自然」の情報拠点　自然史博物館／環瀬戸内地域自然史系博物館ネットワーク推進協議会
武蔵工業大学環境情報学部環境報告書 2006.3 ／武蔵工業大学環境情報学部
大阪における自動車公害対策の歩み（その 18、その 19、その 23、その 24、その 27）／大阪自動車公害対策推進会議
運輸・交通と環境　2007 年版／交通エコロジー・モビリティ財団
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大阪市自動車公害防止計画　平成元年２月／大阪市
　　　　　　　　“あわ”人権学習ハンドブック／徳島県教育委員会
ハンセン病と人権　長島愛生園のあゆみ／福山市人権平和資料館
ＣＤ－ＲＯＭ　長島は語る　岡山県ハンセン病関係資料集・前編／岡山県ハンセン病問題関連史料調査委員会
豊島産業廃棄物不法投棄事件／大川真郎
大阪の公害・環境政策史を学ぶ　大阪市公文書館「研究紀要」第１９号抜刷／宮本憲一
初期原子力政策と戦後の地方自治─相克の発生　関西研究用原子炉交野案設置反対運動を事例に　人間社会学研究集録２(2006) 抜刷／樫本喜一
なるほど環境ディクショナリー／独立行政法人環境再生保全機構
　　エコドライブの普及報告書／交通エコロジー・モビリティ財団
大阪城とまち物語　難波宮から砲兵工廠まで／「大阪城とまち物語」刊行委員会
財政と公共政策　第 29 巻第 1号（通巻第 41 号）2007 年 5月／財政学研究会
　　自転車に乗りたくなるまち～自転車先進都市への転換～／（財）森記念財団
日本及びアジア・太平洋地域における環境問題と環境問題の理論と調査史の総合的研究／研究者代表帆足養右
環境総合年表（1976－2005）準備資料１・統合年表／同準備資料２　トピック別年表／法政大学社会学部船橋晴俊研究室
　　楽しく学ぶ交通と環境　大阪府の小学校における実践例　資料編・実践編／交通エコロジー・モビリティ財団
飯島伸子文庫収蔵資料目録ＤＢ　Ｖｅｒ．２／飯島文庫パンフレット／富士常葉大学附属図書館・飯島伸子文庫運営協力委員会
ホームレス研究　釜ヶ先からの発信／高田敏、桑原洋子、逢坂隆子
大阪保険医雑誌 2004.7　Ｎ0.451、同　2006.2　Ｎｏ.469 ／大阪府保険医協会
平成１７年度大気汚染に係る環境保健サーベランス調査報告（案）／環境省環境保健部
微小粒子状物質曝露絵影響調査研究報告書　第１章　曝露評価ワーキンググループ検討結果報告／環境省環境保健部
微小粒子状物質曝露絵影響調査研究報告書　第２章　疫学ワーキンググループ検討結果報告／環境省環境保健部
微小粒子状物質曝露絵影響調査研究報告書　第３章　毒性ワーキンググループ検討結果報告／環境省環境保健部
大気中微小粒子状物質（PM2.5）測定方法暫定マニュアル改訂版／環境省
「大生連（全大阪生活と健康を守る会連合会）第３０回定期大会」資料／全大阪生活と健康を守る会連合会
法律家・支援者のための生活保護申請マニュアル　ＣＤ－ＲＯＭ附属／生活保護問題対策全国会議
公害環境測定研究・年報２００３（第８号）　市民がうごき、街がかわる　環境測定運動のために、
同２００５（第 10 号）、同２００６（第 11 号）、同２００７（第 12 号）／公害環境測定研究会
違反建築ゼロ　住まいの安全・神戸の挑戦／増渕昌利
第３２回全国公害被害者総行動デー　なくせ公害まもろう地球環境～公害根絶と平和をもとめて～〔交渉報告書〕／全国公害被害者総行動実行委員会
臨床代替医学が異論／上野紘郁
日本医労連たたかいの５０年　１９５７～２００７／日本医労連結成５０周年記念誌編纂委員会
歴史伝承委員会だより　創刊号～第８号／（財）航空科学振興財団歴史伝承委員会
2006 年度歴史伝承委員会調査報告書　第３号（通巻第９号）／（財）航空科学振興財団歴史伝承委員会
土・くらし・空港―「成田」40 年の軌跡　１９６６－２００６／（財）航空科学振興財団歴史伝承委員会
平成 17 年度三島圏域「地域リハビリテーション推進事業活動報告集」／三島圏域地域リハビリテーション連絡協議会
平成 18 年度三島圏域「地域リハビリテーション推進事業活動報告集」／三島圏域地域リハビリテーション連絡協議会
「大阪人権博物館（リバティおおさか）」関連資料／大阪人権博物館
復刻・シリーズ　1960/70 年代の住民運動　いま、「公共性」を撃つ　[ドキュメント] 横浜新貨物線反対運動／宮崎省吾
復刻・シリーズ　1960/70 年代の住民運動　水俣病闘争　わが死民／石牟礼道子
わが存在の底点から　富士公害と私／甲田寿彦
住民運動”私”論　実践者からみた自治の思想／仲村紀一
　　平成 12 年度環境省請負業務結果報告書　PM2.5 連続測定データ整理・集計業務、
CD-ROM「H10～ 15　PM2.5データ」、同「H16,17　PM2.5データ」／㈱数理計画
まちなみ　2007 年 12月号　Vol.31 N0.35 ／社団法人大阪建築士事務所協会
ビジョン２０１０─滋賀県経済の安定的発展のための提言─／滋賀県中小企業家同友会政策委員会
平成 17 年度近畿経済産業局「バイオマス等未活用エネルギー事業調査」
産・官・学・民連携で構築する「廃食油の活用によるバイオマスタウン」に関する調査事業報告書／松下電器産業株式会社
環境展望　Vol.5 ／日本科学者会議郊外環境問題研究委員会「環境展望」編集委員会
２の壁を突破しよう─リスクアセスメントの勧め─／天野松男
労働衛生管理の手引き　第 3版／天野松男
創立三十周年記念誌２００７／大阪府立西淀川高等学校
　　　　　市場年報　昭和 58 年／岡山市中央卸売市場
　　　　　岡山市　市場年報Ⅰ（総括・青果部）、市場年報Ⅱ（水産物部・花き部）、花き部　昭和 59 年／岡山市中央卸売市場
　　　　　岡山市水産物部　昭和 58 年／岡山市中央卸売市場
住み続けたいまち・サスティナブルシティへの法的戦略～快適なまちに住む権利の実現に向けて～日本弁護士連合会
第５０回人権擁護大会シンポジウム第３分科会貴重報告遺書／日本弁護士連合会第５０回人権擁護大会シンポジウム第３文化会実行委員会
平成 17 年度大気汚染に係る環境保健サーベイランス調査報告（CD-ROM付）／環境省環境保健部
地球環境基金平成 18 年度活動報告集／独立行政法人環境再生保全機構
東京大気汚染公害裁判全面解決「報告集」／東京大気汚染公害裁判原告団・弁護団・勝利をめざす実行委員会
はじまりは大阪にあり／井上理津子
破局　人類は生き残れるか／粟屋かよ子
プラットフォーム環境教育／石川聡子
地震に負けるな地域経済　小千谷・柏崎発「弁当プロジェクト」のススメ／永松伸吾
カネミ油症関連論文（「カネミ油症の通説への疑問」・「カネミ油症と予防原則」・「カネミ油症の被害と人権侵害の広がり」）／下田守
土呂久　小さき天にいだかれた人々／芥川仁
環境被害の責任と費用負担／除本理史
公害の根絶をめざして斗う人々のために　第 3回全国公害研究集会議事録 1971.7.23～25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／青年法律家境涯弁護士学者合同部会、第 3回全国公害研究集会実行委員会
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2007/10/11
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2007/10/11
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2007/10/25
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2007/11/06
2007/11/09
2007/11/09
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2007/11/22
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2007/11/27
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2007/12/16
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2007/12/17
2007/12/17
2007/12/26
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日本共産党大阪市会議員団
あいぽーと徳島（徳島県立人権教育啓発推進センター）
福山市人権平和資料館
松岡弘之
大野みさ子
森脇君雄
樫本喜一
水野順子
交通エコロジー・モビリティ財団
天野憲一郎
清水万由子
笹井浩（組合調査設計㈱）
藤川賢
藤川賢
交通エコロジー・モビリティ財団
藤川賢
逢坂隆子
逢坂隆子
森脇君雄
森脇君雄
森脇君雄
森脇君雄
森脇君雄
森脇君雄
森脇君雄
森脇君雄

増渕昌利
大阪公害患者の会連合会
森脇君雄
森脇君雄
道場親信
道場親信
道場親信
柳尚夫
柳尚夫
吉村智博
道場親信
道場親信
道場親信
道場親信
東京大気汚染公害裁判弁護団

瀬田史彦
児玉和人
出口耕路

村松昭夫
天野松男
天野松男
大阪府立西淀川高等学校
（財）水島地域環境再生財団（みずしま財団）
（財）水島地域環境再生財団（みずしま財団）
（財）水島地域環境再生財団（みずしま財団）
村松昭夫

全国公害患者の会連合会
全国公害患者の会連合会
西淀川公害患者と家族の会
藤江徹
粟屋かよ子
片岡法子
永松伸吾
下田守
石川遼子
除本理史
青年法律家協会
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2008/04
2008/04/02
2008/04/02
2008/04/02
2008/04/04
2008/04/07
2008/04/07
2008/04/07
2008/04/08
2008/04/11
2008/04/14
2008/04/21
2008/04/21
2008/04/21
2008/04/30
2008/05/02
2008/05/02
2008/05/02
2008/05/07
2008/05/08
2008/05/09
2008/05/22
2008/05/22
2008/05/29
2008/06/02
2008/06/04
2008/06/04
2008/06/10

青年法律家協会
青年法律家協会
青年法律家協会
福島県地球温暖化防止活動推進センター
龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）

龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）

龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）

龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）

森脇君雄
大学共同利用機関法人人間文化研究機構国文学研究資料館
久保裕
農山漁村文化協会
中島晃
小林啓幸
新田保次
新田保次
新田保次
新田保次
新田保次
新田保次
京都大学経済研究所KSI 企画戦略室
大阪市立歌島中学校
藤岡太造
相川泰
小田康徳
尼崎市立地域研究史料館
矢羽田薫、森脇君雄
新田保次
上野昌江
大阪経済大学地域活性化支援センター

大阪経済大学地域活性化支援センター

震災・まちのアーカイブ
立命館大学国際平和ミュージアム
相川泰
国土交通省
野呂雅之
小田康徳
小田康徳
神戸女学院大学人間科学部
㈱ OMソーラー協会
民主教育研究所
民主教育研究所
遠藤宏一、岡田知弘、除本理史
南慎二郎
全国公害患者の会連合会
龍谷大学
清水万由子
松田毅
大阪人権博物館
大阪社会運動協会
大阪社会運動協会
大阪社会運動協会
神戸大学
全大阪生活と健康を守る会連合会
中山裕二
大阪社会運動協会
村松昭夫
桜木町自治会
薬害イレッサ原告団
李秀容
李秀容
株式会社ワークルーム

公害の根絶をめざして斗う人々のために─公害闘争の実践的法理論─／青年法律家協会公害研究集会実行委員会
公害の根絶をめざして闘う人々のために─神奈川の公害─／青年法律家協会弁護士学者合同部会神奈川支部、第７回全国公害研究集会現地実行委員会
第 8回全国公害研究集会─報告集─ 1976.8.20 ～ 22 ／青年法律家協会弁護士学者合同部会、第 8回全国公害研究集会実行委員会
　　　　環境教育・学習プログラム／福島県環境教育・学習プログラム開発チーム
　　　　　　　　　　　　　　　地域ガバナンスシステム・シリーズＮｏ．４　持続可能な都市自治体づくりのためのガイドブック
（編）白石克孝・イクレイ日本事務書 /（企画）龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）
　　　　　　　　　　　　　　　地域ガバナンスシステム・シリーズＮｏ．６　マーケットと地域をつなぐパートナーシップ　協会という連帯のしくみ
（著）園田正彦 /（編）白石克孝 /（企画）龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）
　　　　　　　　　　　　　　　地域ガバナンスシステム・シリーズＮｏ．８　財政縮小時代の人材戦略　多治見モデル
（編著）大矢野修 /（企画）龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）
　　　　　　　　　　　　　　　地域ガバナンスシステム・シリーズＮｏ．１０　行政学修士教育と人材育成―米中の現状と課題―
（著）坂本勝 /（企画）龍谷大学地域人材・公共政策開発システムオープン・リサーチ・センター（ＬＯＲＣ）
平成 19 年版（2007 年）大阪市環境白書 大阪市環境局企画部地球環境保全担当
　　　　　　　　　　国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究篇　第 4号 2008 年 1月／大学共同利用機関法人人間文化研究機構国文学研究資料館
新装版　やさしい喘息の自己管理／久保裕
（社） 食農教育　2008　3月号　No.60 ／（社）農山漁村文化協会
景観保護の法的戦略　景観・アメニティに関する裁判と環境政策の形成／中島晃
車会主義大国ニッポン通信／小林啓幸
公共事業と市民参加　東京外郭環状道路のPIを検証する／江崎美枝子＋喜多見ポンポコ会議
持続可能な福祉社会―「もうひとつの日本」の構想／広井良典
社会的共通資本／宇沢弘文
福祉の経済学　財と潜在能力／アマルティア・セン　（訳）鈴村興太郎
サステイナビリティの経済学　人間の福祉と自然環境／パーサ・ダスグプタ　（監訳）植田和弘
環境経済学　新版／宮本憲一
　　　第二回KSI 公開シンポジウム　やさしいサステイナビリティ学／京都大学経済研究所KSI 企画戦略室
大阪市立歌島中学校職場体験新聞／大阪市立歌島中学校
車載機器を用いたエコドライブ支援による貨物自動車の環境改善・安全性向上効果の分析／藤岡太造
中国汚染「公害大陸」の環境報告／相川泰
環境・公害問題の歴史的研究―大阪電気通信大学小田研究室卒業研究論文集（１１）／大阪電気通信大学人間科学研究センター小田研究室
尼崎の農業を語る２６２／尼崎市立地域研究史料館
西淀川公害を語る　公害と闘い環境再生をめざして／西淀川公害患者と家族の会
理解から実践へ　日本の交通バリアフリー／（財）災害科学研究所交通まちづくり学研究会 /（社）土木学会土木計画学研究委員会福祉の交通・地域計画研究小委員会
花粉症をもつ人の生活実態と症状の変化に関連する要因の検討／上野昌江・他５名
　　　平成 19 年度現代的教育ニーズ取組支援プログラム　「地域に開かれた体験型環境・まちづくり教育」成果報告書
　　　新・温暖化防止と環境・まちづくりの展望　海外事情視察・フィールドワークをふまえて／大阪経済大学経済学部大阪経済大学地域活性化支援センター
　　　平成 19 年度現代的教育ニーズ取組支援プログラム　Annual　Report　2007　地域に開かれた体験型環境・まちづくり教育
　　　「市民共同発電所」づくりとまちづくり産業振興プログラムの創造／大阪経済大学経済学部大阪経済大学地域活性化支援センター
サザエさんたちの呼びかけ　阪神大震災・瓦版なまず集成　1998－2008 ／震災・まちのアーカイブ
　　　立命館平和研究―立命館大学国際平和ミュージアム紀要―第 9号／立命館大学国際平和ミュージアム
エコドライブシンポジウム～地球と走ろう環境にやさしいエコドライブで～開催報告書／エコドライブ普及推進協議会事務局、交通エコロジー・モビリティ財団
平成 19 年度近畿圏内における環境にやさしい交通利用先進地域調査業務報告書／環境省近畿環境事務所
私の体のまま抱いて／朝日新聞ニッポン人脈記班
近代都市大阪の形成と公害問題／小田康徳
平成 19 年度地域学としての摂津文化を学ぶ講座記録集～街道を学ぶ～／地域学としての摂津文化を学ぶ講座実行委員会
地域活性化論講義録（２００７年度）／神戸女学院大学人間科学部
PHP　通巻７２０号　２００８年５月号／ PHP研究所編集部
 人間と教育５１／民主教育研究所
人間と教育５７／民主教育研究所
　　環境再生のまちづくり　四日市から考える政策提言／（編著）遠藤宏一、岡田知弘、除本理史（監）宮本憲一
アスベスト問題特集号　別冊政策科学／立命館大学政策科学会
微小粒子状物質健康影響評価検討会報告書／環境省
地域ガバナンスシステム・シリーズNo.11　アメリカ公共政策大学院の認証評価システムと評価基準　NASPAAのアクレディテーションの検証を通して／早田幸政
環境ストック概念を用いた公害地域再生の理論的検討―持続可能な地域発展に向けて―／清水万由子
倫理創成研究／神戸大学倫理創成プロジェクト
「人権教育のための国連 10 年」と同和教育／大阪人権博物館
大阪社会労働運動史 第６巻／大阪社会労働運動史編集委員会
大阪社会労働運動史 第７巻／大阪社会労働運動史編集委員会
大阪社会労働運動史 第８巻／大阪社会労働運動史編集委員会
歴史文化に基礎をおいた地域社会形成のための自治体等との連携事業（６） 
　　この国に生まれてよかった生活保護利用者４３８人 命の叫び／全大阪生活と健康を守る会連合会
水俣病問題シンポジウム今、すべての被害者を救済するために／NPOみなまた
岡山地方史研究／倉地克直
中国貴州省の持続可能な発展に向けた諸政策／藤田香　竹原憲雄　巌善平　竹歳一紀　大塚健司
桜木町意見書市長への手紙私たちの願いをこめて／京都大学農学部造園学研究室内コムニュティ・デザイン・チーム
イレッサの薬害はなぜおこったのか／薬害イレッサ西日本弁護団
環保運動史料彙編１／施信民
環保運動史料彙編 2／施信民
大阪自転車ホリデー／株式会社ワークルーム
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入手日　　　寄贈・配布者　　　　　　書籍・資料名／著編者名

解題 環境 パートナーシップ／MIT研究会
ボランティア時代の緑のまちづくり 
環境経済学講義／諸富徹・浅野耕太・森晶寿
こうべまちづくり会館レポート「宙」Vol4 ／こうべまちづくり会館
　　金沢市内小学校における交通環境学習推進事業　報告者／井上嗣夫
尼崎公害患者・家族の会　第 37回定期総会議案書／尼崎公害患者・家族の会
低炭素化時代の日本の選択／一方井誠治
　　運輸・交通と環境 2008 年版／交通エコロジー・モビリティ財団
清里ミーティング２００７／日本環境教育フォーラム
四日市公害を語る／四日市大学・四日市学研究会
徹底批判　改訂学習指導要領／全教教育課程検討委員会
大気寛容なれども／訳者　齋藤行正・中本正一郎
ジュニア地球白書　2007-08 ／クリストファー・フレヴィン
　　第 33回全国公害被害者総行動デー／全国公害被害者総行動実行委員会
台南市安順工場跡地汚染に関する現地調査記録報告書／寺西俊一
心ゆたかに水俣／水俣市教育委員会
ノーモア・ミナマタ　ミナマタ現地調査資料集２００８年版／ミナマタ現地調査実行委員会
公害・環境問題史を学ぶ人のために／小田康徳
アジアの土壌汚染／畑　明郎、田倉　直彦
地理８月号／橋本寿資
　　大仁農場のトンボ／鈴木秀幸
　　みんなの環境シリーズ２　緑と暮らす　田んぼの学校／財団法人環境科学総合研究所
　　みんなの環境シリーズ３　土と暮らす　コメ文化と環境／財団法人環境科学総合研究所
　　みんなの環境シリーズ４　山と暮らす　風水と生物多様性／財団法人環境科学総合研究所
　　みんなの環境シリーズ５　水と暮らす　農業・いのちの水／財団法人環境科学総合研究所
　　みんなの環境シリーズ６　水と暮らす　遠い水、近い水／財団法人環境科学総合研究所
　　みんなの環境シリーズ１　海と暮らす　イノーの世界／財団法人環境科学総合研究所
わたしたちの大阪　3･4 年上／堀公明他
わたしたちの大阪　3･4 年下／堀公明他
環境教育の構造と地平／明仁憲一
　　G8環境大臣会合　関連事業報告書／環境大臣会合等兵庫県推進協力委員会
わたしたちの西淀川／西淀川区社会科研究部
環境・CSR報告書大全集　２００９DVD-RAM／日経 BP社
日本の歴史と差別問題／大阪人権博物館
災害と社会４　減災政策論入門／永松　伸吾
アジアのESDハンドブック／ESD-J
森林環境教育プログラム／農林水産省近畿中国森林管理局
中国環境ハンドブック　2007-2008 年版／中国環境問題研究会
「公害大陸」の実業　「科学」の別冊／相川泰
中国の「環境影響評価制度」規範史論（下）／片岡直樹
「中華人民共和国水汚染防治法」の改正過程と法案の変遷／片岡直樹
日本とアジアの環境汚染被害現場交流の意義と課題／相川泰
季刊　環境研究／金井勝
季刊　環境研究／金井勝
平成 20 年度版いばらきの環境／茨木市
平成 20 年度版いばらきの環境（資料編）／茨木市
未来の森／石井とおる
転換期の医療福祉　難病・公害病・被爆者問題などへの新たな挑戦／牧洋子・和田謙一郎
いきもの図鑑（豊島産廃不法投棄現場北海岸）／市村康
福祉・介護に求められる生活アセスメント／生活アセスメント研究会
流域ガバナンス／大塚　健司
　　　　　　　 忙しいNPOのためのロジックモデル・ワークブック／特定非営利活動法人 市民フォーラム２１・NPOセンター
　　　　　　　NPOのNPOによるNPOのための策定マニュアル　ロジックモデルをつくろう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／特定非営利活動法人 市民フォーラム２１・NPOセンター
南区の公害史　分野別編／南区公害病患者と家族の会
南区の公害史　資料編／南区公害病患者と家族の会
南区の公害史　年表編／南区公害病患者と家族の会
南区の公害史　総論編・地域編／南区公害病患者と家族の会
戦前期ハンセン病療養所における作業制度と患者自治／松岡　弘之
環境・公害問題の歴史的研究（１２）／小田康徳
青少年Blue Sky 日本探検隊／大田忠南グリーンコリア
２００８大都市市民大気汚染モニタリング調査報告書／大田忠南グリーンコリア
現代社会運動史資料の海へ／「現代社会運動史資料の海へ」刊行委員会
国際教育　地球市民を地域とともに育てよう　報告書／滋賀県国際協会
近代大阪の都市社会構造／佐賀朝
　　　地域に開かれた体験型環境・まちづくり教育／大阪経済大学地域活性化支援センター
平成 20 年度事業報告書　歴史文化に基礎をおいた地域社会形成のための自治体等との連携事業（７）／神戸大学文学部

冨田重行
進士五十八
森晶寿
森本米紀
交通エコロジー・モビリティ財団
岡崎久女
一方井誠治
交通エコロジー・モビリティ財団
日本環境教育フォーラム
粟屋かよ子
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全国公害被害者総行動実行委員会
寺西俊一
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天野憲一郎
天野憲一郎
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財団法人ひょうご環境創造協会
姫島小学校
日経BP社
リバティおおさか
永松伸吾
ESD-J
高田研
片岡直樹
相川泰
片岡直樹
片岡直樹
相川泰
片岡直樹
櫻井次郎
茨木市
茨木市
石井とおる
牧洋子
市村康
牧洋子
片岡直樹
特定非営利活動法人 市民フォーラム２１・NPOセンター
特定非営利活動法人 市民フォーラム２１・NPOセンター

南区公害病患者と家族の会
南区公害病患者と家族の会
南区公害病患者と家族の会
南区公害病患者と家族の会
松岡弘之
小田康徳
大田忠南グリーンコリア
大田忠南グリーンコリア
友澤悠季
滋賀県国際協会
佐賀朝
大阪経済大学地域活性化支援センター
神戸大学文学部

2008/06/18
2008/06/23
2008/07/01
2008/07/07
2008/07/08
2008/07/10
2008/07/14
2008/08
2008/08/13
2008/08/27
2008/08/27
2008/09/01
2008/09/01
2008/09/03
2008/09/03
2008/09/04
2008/09/05
2008/09/08
2008/09/15
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/16
2008/10/24
2008/10/24
2008/11/16
2008/11/21
2008/11/28
2008/12
2008/12/12
2009/01/21
2009/01/24
2009/01/24
2009/01/25
2009/01/25
2009/01/25
2009/01/25
2009/01/25
2009/01/25
2009/01/25
2009/01/28
2009/01/28
2009/02/14
2009/02/15
2009/02/15
2009/02/24
2009/02/27
2009/03/11
2009/03/11

2009/03/23
2009/03/23
2009/03/23
2009/03/23
2009/03/24
2009/03/24
2009/03/24
2009/03/24
2009/03/26
2009/03/26
2009/03/27
2009/03/31
2009/03/31
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小田康徳（大阪電気通信大学教授）
林美帆、鎗山善理子
浅井真二、池田風弥、石川遼子、樫本喜一、田尻悠太、森本米紀

館 　 長

研 究 員

資料整理スタッフ

利用案内
開館／月曜日、金曜日（祝日は休み）　10:00AM～5:00PM
利用／図書の貸し出し期限は２週間。
書庫資料や裁判記録は閲覧のみ。
※個人のプライバシーを含む、あるいは整理中の資料は、
　公開できない場合がありますのであらかじめご了承ください。
※資料複写可（一部を除く。料金は1枚10円）

TEL：06-6475-8885　［要予約］
FAX：06-6478-5885
E-mail：webmaster@aozora.or.jp
HP：http://www.aozora.or.jp/shiryou/
所在地／〒555-0013
　　　　大阪市西淀川区千舟1-1-1 あおぞらビル5F

エコミューズ紹介エコミューズ紹介

　あおぞら財団付属 西淀川・公害と環境資料館（エ
コミューズ）では大阪・西淀川大気汚染公害に関する
記録資料を中心に、公害・環境問題や西淀川地域に関
する資料・文献などを収集・整理・保存しています。
　日本が経験した公害問題に関する記録資料を人類の
共有財産として、また公害の歴史を解明し住みよい地
域環境を構築するための参考資料として保存・活用す
ることで、公害の経験を今そして未来へ伝えていきた
いと考えています。


